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今週の投資戦略（5/7-8）
トヨタなど企業決算に注目

2026 年 5 月 6 日

小松 徹

注目事項 － 見所

企業決算 ― トヨタ自動車（7203）、任天堂（7974）など。

5 月 8 日、4 月の米国雇用統計 ― 非農業部門雇用者数、前月比+6 万人など？

株式市場見通し

先週のわが国の株式市場は久々に日経 225 が前週比 0.3％下落、TOPIX が 0.3％上昇。
だが、これは日経 225 優位の流れの一休みにすぎないようだ。わが国が休場中、米国
ではナスダックと S&P500 が史上最高値を更新した。半導体関連銘柄が再び市場を牽
引している。この間、政府・日銀による米ドル売り・円買い介入は株式市場に大きな
影響はなかった。大きな出来事としてはトランプ米大統領の‘Project Freedom’（注）

の発表で、ホルムズ海峡の状況悪化を懸念して原油価格が１バーレル 100 ドル台に乗
せた。金曜日にはトヨタ自動車など主要企業の決算発表が注目される。

決算発表は木曜日の味の素（2802）、金曜日のソニーグループ（6758）、IHI ホール
ディングス（7013）、NTT（9432）、トヨタ自動車、クボタ（6326）、任天堂、大阪
ガス（9532）など。このうち最も注目されるのは午後１時 55 分発表予定のトヨタ。ア
ナリストが今期営業利益を推定前年比 12％増の 4.5 兆円と予想している。すでに関連
会社が決算を発表しているので、これらから推定しても増益予想を出すことはないだ
ろう。前提条件も動いているのでその設定もかなり慎重になるだろう。任天堂の今期
営業利益をアナリストが推定前年比 27％増と予想している。会社は半導体価格の上昇
や世界経済を理由に低い予想を出すだろう。ただし、現在弱気なアナリストはいない。

さて、先週木・金曜日に決算発表した会社の株価がストップ高となった内容を見ると
興味深い。まず、TOTO（5332）が木曜日引け直後に決算発表、今期６％増収 12％営
業増益に驚いた投資家も多かっただろう。約２週間前にユニットバスの設置に材料が
足りないので注文を受け付けないと発表したばかりだった。その 3 日後一転して受け
付けると発表しているが、今回の業績予想はどれほど信ぴょう性があるのか。金曜日
ザラ場中に決算発表した住友商事（8053）では、今期 5％増益予想と 1.8％相当の自社
株買いを発表した。これを受けて株価は即座に上昇、一度値が付いたが、その後値付
けが遅かったため、続々と買い注文が膨らみストップ高となった。これら銘柄の今後
の株価推移はどうなるか。

最後に、米国で発表される経済指標について。火曜日発表の４月の ISM 非製造業景況
指数はほぼ予想通り。３月の新築住宅販売件数は予想を上回った。水曜日に４月の
ADP 雇用統計が、金曜日に 4 月の雇用統計が発表される。非農業部門雇用者数が前月
比６万人増に止まると予想。失業率は 4.3％と変わらないが、平均時給は」前年比+3.8％
に高まると予想。金融政策は物価対策に重点が移ると確認されるか。

（注）ホルムズ海峡で足止めされている商船を安全な海域まで誘導、救出するための米軍作戦

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、来期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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